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令和３年第２５回公安委員会会議録

自午後 １時３０分
日 時 １０月７日（木曜日） 場 所 公安委員会室

至午後 ４時１０分

公安委員 下山委員長 高木委員 小野委員 廣塚委員 宮尾委員
会 議

本部長 警務部長 生活安全部長 刑事部長
出席者 警察職員

交通部長 警備部長 情報通信部長 首席監察官

第１ 定例会議
１ 令和３年警察協力功労者への感謝状贈呈式の実施について
(1) 実施日時

令和３年１０月１５日（金） 午後１時３０分から
(2) 実施場所

警察本部多目的ホール
(3) 警察協力功労者表彰（熊本県警察本部長感謝状）

受賞者 ６人

(4) 参考
ア 熊本県警察の業務の各般にわたり、永年御協力いただいた方々に贈呈。
イ 昭和５０年以降、毎年５～６人に贈呈し、今回の受賞者を含め、これまでに
３４５人が受賞。

ウ 贈呈式の実施について広報予定。

【委員からの質問等】
委員から「選考には何か基準があるのか」旨の質問があり、警察側から「長年に

わたってご協力いただいた方を選考している」旨の説明があった。

２ 令和３年秋の全国交通安全運動の結果と今後の対策について
(1) 令和３年秋の全国交通安全運動(9/21～9/30)の結果について
ア 期間中の交通事故発生状況（過去５年間の発生状況）

推薦部門 年齢 役　職

警務部 島永　邦生 様 ７７歳 熊本県警察官友の会荒尾支部長

生安部 児玉　光允 様 ８１歳 玉名地区少年警察ボランティア連絡協議会顧問

生安部 松﨑　喜一 様 ７１歳 天草地区少年警察ボランティア連絡協議会長

刑事部 上田　　忠 様 ８１歳 熊本県警察嘱託医（歯科医師）

交通部 岩下　哲三 様 ７１歳 阿蘇地区交通安全協会長

交通部 小山　剛司 様 ５６歳 熊本中央地区安全運転管理者等協議会長

受賞者
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○ 全国一斉「交通事故死ゼロを目指す日（９月３０日（木））」の結果
県内の死者数０人（全国の死者数９人）

イ 特異事案

ウ 広報啓発活動等の状況（主な取組）
① 9/22（水） ② 9/24（金） ③ 9/30（木）
ｵﾌﾞｼﾞｪ運用開始式 JAｽﾀﾝﾄﾏﾝによる自転車教室 通学路取締り

④ 大津高校と連携した「横断歩行者保護啓発ＣＭ」（黒板アート）の作成
(2) 今後の対策について
ア 第４四半期（10～12月）『スリー作戦』
○ 飲酒運転対策
○ 通学路の安全確保対策
○ 歩行者保護対策

イ 令和３年度ひのくにピカピカ運動
○ 令和３年１０月１５日（金）から令和４年１月３１日（月）までの間（１０９日間）
○ 反射材の活用、前照灯の早め点灯と上向き点灯の励行

【委員からの質問等】
委員から「飲酒運転について、前の夜に飲んだお酒が『残るんですよ』という意

識が高くない。自分は強いから大丈夫と自負心を持っている人の話も聞くが、そう
いう方々に対する啓発はやっているのか」旨の質問があり、警察側から「色々な機
会・媒体を使って、これくらい飲酒すれば残るという広報を実施している。また、

H29 H30 R1 R2 R3
発生件数 158 96 62 62 65

負傷者数 201 132 73 83 92

死者数 2 1 0 2 0
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H29 H30 R1 R2 R3
発生件数 12,837 10,490 9,540 8,270 8,147

負傷者数 15,735 12,887 11,532 9,948 9,760

死者数 94 94 89 87 63
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発生日時 場所 逮捕種別 罪名 事故の概要

9/30 （木）
午後４時１７分

大津町大津
国道57号

現行犯逮捕 道路交通法違反

被疑者は酒気を帯びて大型トラックを運転し、進路左前方の歩道上
で交通安全啓発活動を実施中であった交通指導員に衝突。

（歩行者重傷）
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そういったところに着目して、早朝の取締りを実施している」旨の説明があった。
また、委員から「大津高校と連携した取組については、高校生を啓発の対象ではな
く主体として実施され、かなりの啓発効果があったのではないか。こういった活動
はぜひ増やしてもらいたい。美術部や書道部など、コロナ禍で発表の場が少なくな
っており、子供達の表現の場としても意義が大きい。」旨の意見や、「オブジェは
科学的根拠に基づくデータが出てくるので、非常に説得力があり、免許返納とかに
つなげていってもらいたい」旨の発言があった。

第２ 報告・決裁等
１ 「こどもひなんの家」との連携についての報告

生活安全企画課次席から報告が行われた。
２ 警察職員の援助の要求についての決裁

警備第二課長から説明があり、決裁が行われた。
３ 熊本県情報公開・個人情報保護審議会に対する意見陳述についての決裁

少年保護対策室長及び広報県民課文書情報室室長補佐から説明があり、決裁が行
われた。

４ 令和３年第２４回公安委員会会議録の決裁
公安委員会事務室から説明があり、決裁が行われた。

５ 審査請求に係る反論書の提出期限延長についての報告
公安委員会事務室から報告が行われた。

６ 苦情（Ｒ3№18）受理の報告
公安委員会事務室から報告が行われた。


